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第２章 かつらぎ町の現状 
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20,945 19,670
18,230 16,992 15,967
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0
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20,000
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平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和２年 令和7年 令和12年

（人）

13.1 11.8 10.7 10.5 10.3 10.4 10.2 

61.6 59.5 57.0 52.6 49.4 48.5 46.9 

25.3 28.7 32.3 36.9 40.3 41.1 42.9 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和２年 令和７年 令和12年

15歳未満 15～64歳 65歳以上

１．統計データからみるかつらぎ町 

(１) 人口・世帯の状況 

① 総人口 

総人口は平成 12 年から一貫して減少傾向にあり、この状況が続くと、令和 12 年には 13,102

人まで人口が減少すると推計されます。 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

② 年齢別人口割合 

年齢別人口では、15 歳未満人口割合が約 10％に減少するとともに、65 歳以上人口の増加

が顕著であり、約４割が高齢者である一方で、子どもは約 10 人に１人となるなど、少子高齢

化が進行していることがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注：小数点第２位以下四捨五入のため、合計が 100％とならないことがある。また、平成 17 年以前は「旧かつ

らぎ町」「旧花園村」の合計値、令和７年以降は「第５次かつらぎ町長期総合計画」に挙げる人口推計値で

ある。                       資料：国勢調査、第５次かつらぎ町長期総合計画 

 注：平成 17 年以前は「旧かつらぎ町」「旧花園村」の合計値。また、令和７年以降は「第５次かつらぎ町長期総合計

画」に挙げる人口推計値である。             資料：国勢調査、第５次かつらぎ町長期総合計画 

（推計） 

（推計） 
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③ 各地区の人口 

かつらぎ町の各地区における年齢別人口の推移及び高齢化率は以下のようになっています。

地区ごとに多少の差異があるものの、かつらぎ町全体の傾向と同じく、各地区共に少子高齢

化の進行がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

551 523 529 518

2,729 2,362 2,249 2,314

1,733
1,832 1,821 1,704

34.6%

38.8% 39.6%
37.6%

0%

25%

50%

0

5,000

10,000

H22 H27 R2 R6

笠田地区

15歳未満 15～64歳

65歳以上 高齢化率

（人）

198 183 158 215

1,017 890 790 707

475
528

555 554

28.1%

33.0%

36.9% 37.5%

0%

20%

40%

0

1,500

3,000

H22 H27 R2 R6

大谷地区

15歳未満 15～64歳

65歳以上 高齢化率

（人）

783 719 638 586

3,829 3,394
3,002 2,899

1,894 2,107 2,237 2,086

29.1%

33.9%

38.1% 37.4%

0%

20%

40%

0

7,500

15,000

H22 H27 R2 R6

丁ノ町・新田・妙寺・中飯降・短野地区

15歳未満 15～64歳

65歳以上 高齢化率

（人）

195 169 132 115

1,068 907 717 717

572
614

631 641

31.2%

36.3%

42.6% 43.5%

0%

25%

50%

0

2,000

4,000

H22 H27 R2 R6

見好地区

15歳未満 15～64歳

65歳以上 高齢化率

（人）

注：Ｈ22～Ｒ２は、各年 10 月１日の値。Ｒ６は４月１日の値である。 

資料：国勢調査、かつらぎ町住民福祉課資料 
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109 136
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40.2% 41.8%

50.2%
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40%

60%

0
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H22 H27 R2 R6

四邑地区

15歳未満 15～64歳

65歳以上 高齢化率

（人）

52 69 42 34

369 261
202 181

241
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227 241

36.4%

42.5%

48.2%
52.9%
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0
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1,500

H22 H27 R2 R6

四郷地区

15歳未満 15～64歳

65歳以上 高齢化率

（人）

38 39 44 46
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志賀・天野・新城地区

15歳未満 15～64歳

65歳以上 高齢化率

（人）

88 64 72 64

706 565 443 412

423
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459 479

34.8%

41.8%

47.1%
50.2%

0%

30%

60%
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1,500

3,000

H22 H27 R2 R6

三谷地区

15歳未満 15～64歳

65歳以上 高齢化率

（人）

15 10 12 9

172 137 96 90

197

160
138 148

51.3% 52.1%
56.1%

59.9%

0%

35%

70%

0

400

800

H22 H27 R2 R6

花園地区

15歳未満 15～64歳

65歳以上 高齢化率

（人）

注：Ｈ22～Ｒ２は、各年 10 月１日の値。Ｒ６は４月１日の値である。 

資料：国勢調査、かつらぎ町住民福祉課資料 
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④ 自然動態人口（出生・死亡） 

自然動態人口については、平成 30 年度以降、出生数がわずかに増加している年はあります

が、全体として減少を続けています。死亡数は増減を繰り返しながら推移していますが、い

ずれの年も死亡数が出生数を上回っています。 

 

 

 

⑤ 社会動態人口（転入・転出） 

社会動態人口については、いずれの年も転出者数が転入者数を上回っていますが、令和２

年度以降、転出者数と転入者数の差が小さくなっています。 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳 

資料：住民基本台帳 
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⑥ 人口 1,000 人当たりの出生数 

人口 1,000 人当たりの出生数の推移をかつらぎ町、和歌山県、全国で比較すると、平成 30

年から令和５年にかけてかつらぎ町はいずれの年も和歌山県、全国を下回っています。令和

２年からは減少傾向にあり、町内の人口減少や高齢化の一因となっています。 

 

 

 

 

 

⑦ 人口 1,000 人当たりの死亡数 

人口 1,000 人当たりの死亡数の推移をかつらぎ町、和歌山県、全国で比較すると、令和２

年から令和５年にかけてかつらぎ町の死亡数は増加しており、いずれの年も和歌山県、全国

を上回っています。 
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4.8
5.1 4.8

4.4

3.8

6.3
6.2 6.1 5.9
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平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年

かつらぎ町 和歌山県 全国

（人）

15.3

17.1

15.2

16.5

18.9
19.2

13.6 13.5 13.4
13.9

15.5
16.0

10.8 10.9 10.9
11.5

12.5 12.7
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平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年

かつらぎ町 和歌山県 全国

（人）

資料：住民基本台帳 

資料：住民基本台帳 
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⑧ 総世帯数 

総世帯数に関しては、平成 30 年度から令和５年度にかけて 7,100世帯から 7,200世帯強の

範囲で推移しており、１世帯当たりの人口も 2.3 人前後の範囲で推移する傾向が続いていま

す。 

(２) 高齢者の状況 

① 高齢者世帯数（高齢者：65 歳以上） 

平成 12 年から平成 27 年までは、高齢者夫婦のみ世帯数、高齢者単身世帯数共に増加しな

がら推移し、それに伴って総世帯数に占める割合も増加していました。令和２年には高齢者

単身世帯数が高齢者夫婦のみ世帯数を上回りました。 

 

820
931 987 1,067 1,097
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1,042 1,145
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0
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1,000
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2,000

平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和２年

高齢者夫婦のみ世帯数

高齢者単身世帯数

総世帯数に占める割合（高齢者夫婦のみ世帯数）

総世帯数に占める割合（高齢者単身世帯数）

（人）

資料：国勢調査 

資料： 

住民基本台帳 
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② 要介護認定者数 

要支援１から要介護５までの認定者数の合計は、平成 29 年度以降、緩やかに減少していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 要介護認定率 

要介護認定率の推移をみると、平成 29 年度から令和４年度にかけて、和歌山県では横ば

い、全国では緩やかに増加という傾向がみられますが、かつらぎ町では全体として緩やかに

減少しています。 

23.3%

22.2%

21.4%

20.6% 20.8%

20.2%21.8% 21.9%

21.8% 21.9% 21.9% 21.9%

18.0%
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平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

かつらぎ町 和歌山県 全国

※数値は第１号被保険者に係るもの。 

資料：介護保険事業状況報告（各年度３月末） 

※数値は第１号被保険者に係るもの。 

資料：介護保険事業状況報告（各年度３月末） 
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1,007 958 923 891 879
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(３) ひとり親世帯数 

かつらぎ町のひとり親世帯数の推移では、⺟⼦家庭数が平成 17 年度から令和２年度に

かけて増加しながら推移しています。父子家庭については平成 22 年度から平成 27 年度に

かけて約２倍に増加しましたが、令和２年度では減少しています。総世帯数の減少に伴

い、総世帯数に占める割合も増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(４) 障害者手帳交付数 

平成 30 年度以降の障害者手帳交付数をみると、精神障害者保健福祉手帳所持者数が増加す

る一方、身体障害者手帳所持者数は減少する傾向がみられます。  

資料：国勢調査 

資料：第７期かつらぎ町障害福祉計画 
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(５) 民生委員・児童委員 

⺠⽣委員・児童委員による、町内の世帯数・⼈数の調査結果によると、高齢者の一人暮ら

し世帯数は 1,098世帯、高齢者数が 668 人、在宅寝たきりの方のいる世帯は 14世帯、災害な

どによる避難時に特別な援護が必要な方（避難行動要支援者）がいる世帯は 398世帯となっ

ています。 

 

調査対象（令和６年９月１日現在） 対象世帯数（世帯） 対象人数（人） 

一人暮らし調査 1,098 1,098 

高齢者世帯調査 ― 668 

在宅寝たきり 14 14 

要援護者（避難行動要支援者）世帯調査 398 398 

合計 1,510 2,178 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：世帯数、人数は調査によって把握された数値である。 

資料：民生委員・児童委員の調査結果より 


